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２－１ 景観のなりたちと特徴 

交野の景観のなりたちと特徴を、地形・自然、歴史、人々の営みの 3つの観点から読み解きます。 

 

（１）地形・自然 

交野は山や川、渓谷のある、自然豊かな地です。これらは日々の生活の中で目にする身近な存

在であると共に、交野の景観を形づくる骨格となっています。 

 

１）地 勢 

交野市は、大阪府と奈良県の県境に位置す

る都市です。生駒山地の北端にあたり、山地

と平地の境界部でもあります。市内を流れる

天野川は、本市の南側に位置する生駒市に端

を発し、市域を北へ流れて枚方市を通り、淀

川へ注いでいます。 

 

鉄道は 2路線が通っており、京阪電気鉄道

交野線は、枚方市駅を経由して大阪市内およ

び京都市内を結び、また JR 片町線は大阪市

内および奈良方面を結んでいます。第二京阪

道路が開通し、交野北および交野南インター

チェンジが市内に配置され、自動車による移

動の利便性が格段に向上しました。 

 

 

 

 

第２章 交野の景観の特徴と景観まちづくりの課題 

交野市周辺の地勢 
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２）地形と自然 

市域の東部には交野山が、南部には妙見山など生駒山地の山々があり、東側と南側が山に囲ま

れる地形となっています。北西方向に平地が広がり、市域の中央部を天野川が流れています。 

平地と山地の境界は明瞭で、日常の生活の中で山の姿が視界に映りこみます。東側の山々は急

な傾斜になっており、屏風のようにそびえ立つような印象を受けます。特に標高 341m の交野山は、

そのシンボリックな山容から、山地の中でひときわ存在感があります。一方で、南部の山々の斜

面は比較的緩やかで、山麓では櫛歯状に市街化が進み、緑に包み込まれるように住宅地が存在し

ています。山地は見る場所と方向によって印象を変え、交野の景観の表情を豊かにする重要な背

景の要素となっています。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

上：田園越しに見る交野山をはじと

する山地（東西方向,青山） 

左： 頂上が平らに見える竜王山 

（南北方向,寺） 

下：まちの中から見える交野山 

（東西方向,市役所周辺） 
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＜市域の断面図＞ 

➊ 磐船渓谷(私市) ➋ 源氏滝(倉治) 

➌ 山麓にある住宅地から見える、北摂   

山系や淀川流域への眺望（妙見東） 

また、山地の合間の谷が深いこと

も特徴的です。天野川は、上流部

で磐船渓谷を刻み、陰影の美しい

渓谷の美を誇っています。下流部

では、平地を緩やかに流れる穏や

かな川となり、うるおいの景観要

素となっています。 

 

 

 

このように、山地や水辺を中心として豊かな自然が存在し、特に交野山や磐船渓谷、妙見山、

源氏滝をはじめとする交野のシンボルともいえる自然スポットは、交野八景に定められ、市民に

も大切にされています。 

また、起伏に富んだ地形は、淀川流域に広がる平地や、淀川の北に位置する北摂山系への眺望

を生み出しています。 

 

  

（東西方向） （南北方向） 

➊ 

➌ ➋ 
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交野八景とは 
昭和 56 年に、市民からの投票により、
8 つの交野らしい景観が選ばれまし
た。自然豊かな本市を象徴する、シン
ボル的な景観となっています。 

地形と交野八景 
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（２）歴史 

豊かな実りをもたらす天野川と印象的な交野山を有する自然豊かな地「交野が原」は、多くの

人に愛され、和歌の恰好の題材となり、いつしか七夕伝説をはじめとする数々の伝説と結び付け

られるようになりました。 

近世には街道沿いの集落が発展し、戦後は市街化が進んで現在の住宅地となりました。 

１）伝説を育む地、交野が原 

○実り豊かな天野川流域一帯 

弥生時代に稲作が行われ始めた時、天野川周辺に広

がる低湿地帯は、種を落とすだけで米が実るありがた

い地であったと言われており、数多くの遺跡が見つか

っています。 

天田
あ ま た

神社由緒によれば、豊かな稲作地であるとた 

たえられたことから、田は「甘
あま

田
た

」と呼ばれ、田を育

む川は「甘
あま

野川
の か わ

」となり、このありがたい田の神を祀

るため、「甘田（天田）神社」が建立されたとあります。 

敏達
び だ つ

天皇が在位していた６世紀前半には、この豊穣

の地に、「私部
きさきべ

」と呼ばれる皇后のために仕える役所が

置かれました。その後、私部が置かれた場所自体を

「私部
き さ べ

」と呼ぶようになったのが、私部・私市の名前

の由来とも言われています。 

 

 

○日出る交野山
こ う の さ ん

 

交野はまた、機織りの盛んな地域でもありました。交野山を中心とした山麓の村々では、渡来

人により技術が伝えられたという伝承があります。それを裏付けるように、交野・枚方にまたが

る茄子作
な す づく り

遺跡では、古墳時代から飛鳥時代にかけての機織り具が出土しています。 

機織りの神様を御祭神としている機物
はたもの

神社からは、冬至の日になると、交野山の方向からの日

の出を見ることができます。交野山の裏側に白い光の帯が浮き上がり、山を鮮やかに浮き立たせ

る神秘的な光景です。 

交野山はその印象的な姿から、古くから地域のシンボルとなってきました。 

金丸又左衛門役地絵図 
１７世紀末頃に描かれた図。交野が原一帯が描かれ

ている。交野山（上方の山）が大きく強調されてい

る。その右手から流れるのが天野川。 



9 

 

○和歌に詠まれ、七夕伝説の地に 

天野川流域は交野が原と言い習わされ、白砂の広がる天野川と目を引きつける交野山のある、

自然豊かな風光が広がっていました。その穏やかな風景は平安時代になると貴族たちに愛され、

盛んに和歌に詠まれました。 

天体を崇拝する思想が人々の間に広まったこともあり、和歌を愛する貴族たちが交野の美しい

風景と七夕伝説を結びつけたと言われています。伊勢物語には、交野が原の天野川を訪れた

在原業平
ありわらのなりひら

と紀
きの

有
あり

常
つね

が詠んだ歌が収められており、当時この地に七夕伝説が定着していたことがう

かがえます。 

狩りくらし棚機津女に宿からむ天の川原に我は来にけり 

ひととせにひとたび来ます君待てば宿かす人もあらじとぞ思う 

古来より交野は、物部
もののべ

氏の先祖神・ニギハヤヒの命
みこと

が天上より天の磐船で地上に降臨したと言

い伝えられる地が天野川上流にあるように、伝説が息づく土地です。星田には星田
ほ し だ

妙見宮
みょうけんぐう

があり、

星降伝説が伝えられているなど、天の川伝説は今も地域の中に息づいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

天田神社（私市） 機物神社（倉治） 

左：ニギハヤヒの命が磐船で降臨した地を祀る、磐船神社（私市） 

右：星降伝説が伝えられる、星田妙見宮（星田） 
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２）市街化の経緯 

本市を通って生駒市へと   

続く磐船街道やかいがけの

道、高野山へと続く東高野

街道や山根街道が通ってお

り、これらの街道沿いの集

落やまちは、古来より通行

する多くの人でにぎわいま

した。 

土地利用をみると、市域

には田園が広がっており、

人々は集落とその周りに集

中して暮らしていました。

明治時代に鉄道が開通して

からも、大正時代、昭和初期にかけて、大きな変化はありませんでしたが、戦後になると田畑が

市街化されていくとともに、高度経済成長期ごろには山麓に一定規模の計画的住宅地が開発され

ました。 

こうして、古くからの集落と計画された住宅地、市街地とが共存する都市となっていきました。 

 

  

星田村絵図（元禄１０年絵図） 

手前に流れる天野川のほとりに星田があり、集落の周りは田畑に囲まれている。山の麓には星田妙見の森が見える。 

かいがけの道（寺） 
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明治 42 年 大正 11 年 

昭和 24 年 昭和 44 年 

市街化の様子 
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市街化の過程 
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（３）人々の営み 

日々の暮らしの景観や、働く姿や生業の景観、行事等の景観、移動する際の景観など、人々の

営みが交野の多様な景観を生み出しています。 

１）暮らし 

○住まい 

交野の住宅地の特色として、昔ながらの趣を残す集落と、新たにつくられた住宅地が共存して

いることが挙げられ、これらはそれぞれに特徴的なまちなみを形成しています。 

 

集落の多くは、弥生時代ごろから人が住みはじめた歴史ある村々で、現在もそのたたずまいが

継承されています。 

建物は近年更新されてきてい

るものの、瓦屋根、板壁の建物

が今もなお多く、窓の格子など

伝統的な要素を目にすることが

できます。植栽や家木は大きく

育ち、集落が経てきた年月を感

じさせる要素となっています。 

また、主屋が建て替わった敷

地でも、門構えは往時からのも

のを残しているなど、集落に住

む人のまちなみの継承への意識

を垣間見ることができます。 

 

山麓の集落では坂道が多く、

各敷地には石積みが多く見ら

れ、これに塀が組み合わされて

特徴的な家並みが形成されて

います。 

これらの集落では、長い年月

を経てまちなみが形成されて

おり、それらは住民どうしのつ

ながりの中でまとまりのある

ものになってきました。 

 

  

塀と門（倉治） 

石積みが見られる山麓の集落（寺） 
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➊ 辻の常夜灯（寺）➋ 水汲み場（倉治） 

➌ 住民の手により管理されている星の池公園（妙見東） 

 

一方、昭和中期以降に計画的に開発された住宅地では、直線的で幅の広い道路沿いに整然とし

た区画割の敷地が並び、建物の配置や植栽等に共通点のあるまちなみが形成されています。山麓

を切り開いてつくられたものも多く、山地から平地への眺望を堪能できる場となっています。 

 

○共有空間 

集落の街路は細く複雑な形状の路地になっており、それに面して建物が建ち並んでいます。か

ぎ型の路地や辻など、昔からの集落の骨格が今も受け継がれ、また街道が通っていたことの名残

として、辻には常夜灯が残されています。 

集落では住民どうしによる共同生活を偲ばせ

る、水汲み場などが今も残っています。 

計画的に開発された住宅地では、身近なところ

に小さな公園があり、近隣住民の手で維持管理が

行われているものもあります。 

  

整然と住宅が立ち並ぶまち（星田西） 緑が連続する住宅地（星田西） 

➋ 

➊ 

➌ 
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上：集落の周り

に広がる田 

（郡津） 

下：棚田（寺） 

２）生業 

○農業 

交野では山地から流れ出る天野川等

の川の恩恵を受け、古くから稲作が盛ん

に行われてきました。平地には田園が広

がっている他、山麓ではなだらかな斜面

に棚田が見られ、すぐ近くには里山が接

しています。農業は交野の主要な産業と

して営まれ、田園景観が受け継がれてき

ました。 

近年は自然とのふれあいや食への関心

の高まりもあって、市内にある市民農園

等で、農業を楽しむ人の姿も見られます。 

 

○商業 

交野市駅などの駅周辺などでは、通

行する人が多いことから、商業店舗が

まとまって立地しています。比較的鮮

やかな色彩が広告物や看板に用いら

れており、目を引きつけています。ま

た幹線道路沿道には、自動車による利

用を前提とした比較的規模の大きい

商業施設が立地しています。 

 

 

３）特別な日 

○暮らしと関わる行事 

古くから地域と密接に関わってきた

社寺などでは、恒例の祭りが行われて

います。天田神社などでは境内の中を

だんじりが曳かれ、コミュニティの姿

を見ることができます。機物神社では、

地域の力により復活した「七夕まつり」

が行われています。 

また季節ごとの恒例行事として、例

えば天野川では鯉のぼりを掲げる活動

が行われています。 

 

鯉のぼりが掲げられる天野川（私市） 

交野市駅周辺の景観（私部） 
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○まちの彩り 

住宅地では、住民の手でまちに彩りを加えるこ

とで、自らが楽しみながら他の市民も楽しめるよう

な活動が行われています。星田山手で 12 月に行わ

れる「山ナリエ」では、近隣の住民がそれぞれの住

宅を電飾で装い、夜の住宅地を素敵に演出していま

す。 

 

  

４）自然との触れ合い 

春になると、まちのあちらこちらで梅の花が咲き、まちに彩を添えます。川沿いには桜が咲き

誇り、多くの市民が花を愛で、まちが迎える春を楽しみます。 

天野川の上流部にあたる磐船渓谷は、夏でも涼しくさわやかで、渓谷を歩く人の姿や川辺で水

と触れ合う人の姿が見られます。また市街地を流れる河川でも遊歩道等が整備されており、市民

の憩いの場となっています。 

  

 

 

   

 

山ナリエ（星田山手） 

➊川沿いの桜（妙見川） 

➋遊歩道が整備された免除川（郡津） 

 

 

➋ ➊ 

➌ 

➍ 

➌庭木や境内、空き地など、まちのあちら

こちらで見られる梅（星田） 

➍清らかなせせらぎを楽しむことのできる

磐船渓谷（私市） 
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５）まちづくり 

○まちなみ 

まとまって計画的に開発された住宅地の中には、良好な住環境を将来にわたって受け継いでい

くため、地区計画等の制度を活用して、住民合意の上に一定のルールが定められている住宅地が

あります。比較的大きな敷地が残っており、植栽の豊かな緑が育まれ家並みもそろった、潤いの

ある落ち着いた景観が形成されています。 

  

○潤いづくり 

市内の様々な場所で、身近にある交野の景観をより良いものにしていくため、市民による緑化

や自然保護などの活動が行われています。 

沿道では、近隣住民や地域活動団体、沿道の事業所による緑化活動が実施されています。 

里山ではボランティアグループにより保全活動が展開され、天野川では市民により清掃活動が

行われるなど、豊かな自然を守る取組が行われています。 

南星台の住宅地周辺では、花壇の管理などに加え、ビオトープ
3
づくりが近隣住民の手により行

われており、ホタルが放たれています。土生川が流れる私市山手でも、ゲンジボタルが育てられ、

ホタルの乱舞を見ることができます。清らかな流れとともに夏を彩る風物詩となっています。 

 

 

 

 

 

 

                                                   
3
 さまざまな野生生物の生息・生育空間 

左：地区計画を定め緑豊かな景観づくりに取り組む住宅地（松塚） 

右：建築協定による景観づくりに取り組む住宅地（星田西） 

沿道での花育ての様子（星田山手） 

 
住民によってつくられたビオトープ（南星台） 
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２－２ 景観の類型 

 

交野の景観は 8つの類型に分けられ、次のような特徴と課題があります。 

 

（１）山地・河川 

・交野の約半分を占める山地部は、交野山などがある生駒山系の急峻な斜面で、平地部から

の眺望において緑の塊として都市景観の背景となっています。 

・天野川は、上流部には磐船渓谷などの景勝地があります。下流に至るにつれて無機質な景

観となっているところも見られます。 

・憩いの場や潤いの景観要素となっている山地や河川を大切に思う市民の意識を、さらに育

んでいくことが求められます。 

（２）田園・里山 

・山麓から平地部にかけてまとまりのある農地が広がり、市域北東部の山麓では果樹栽培、

中央部の山麓では田畑と集落・ため池が、山なみと一体となって交野らしい田園景観を形

成しています。 

・田園景観は、交野の重要な景観として市民に認識されていますが、小規模な開発による宅

地化が田園の周辺で進みつつあり、生業の風景の継承が課題となっています。 

（３）集落地 

・昔の風情を今に伝える古くからの集落が点在しており、人間的なスケール感をもつ街路や

家なみ、社寺等が特徴的な景観を形成しています。磐船街道、東高野街道、山根街道など

の街道沿いには、歴史を感じさせる道標や地蔵など石造物が今も残っています。 

・このような地域の伝統や生活文化を、日々の暮らしの中でどのように継承していくのかが

課題となっています。 

（４）拠点市街地（各駅周辺） 

・鉄道駅や公共施設が立地する拠点的な場所の周辺は、多くの市民が利用する空間であり、

都市の顔ともいえる場所です。 

・特に鉄道駅周辺では商業施設の立地が見られ、屋外広告物の掲出による景観の混乱が散見

されます。まちの顔としての、シンボル性のある良好な景観形成が課題となっています。 
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（５）計画的住宅地 

・昭和 40 年代から大規模な住宅地開発が進んだ結果、山麓を中心に多くの住宅地が分布し

ています。整然としたまちなみが形成されており、中には地区計画や建築協定を自主的に

定めることにより良好な環境が維持されているところもあります。 

・開発されてから一定の年月が経過していることから、今後は建替えが進むことが想定され、

その際には、景観への配慮が重要です。また、今後は居住者の高齢化に伴う空き地、空き

家の増加などの問題への対応が課題となります。 

（６）一般市街地 

・低層の住宅が主な構成要素で、小規模な戸建住宅開発も散見されますが、近年は共同住宅

の立地も見られます。 

・市民にとって身近な生活と交流の空間であり、住民による主体的な景観まちづくりが求め

られます。 

（７）工業地 

・市域西部と北部にまとまって工場が立地しています。西部は工業のために計画的に開発さ

れた地域で、比較的規模の大きい工場が整然と並んでいます。北部は、計画的および自然

発生的に工場が集積して形成された地域で、府道枚方大和郡山線に沿って、小規模な工場

が立地しています。 

・いずれも、田園または河川と接する形で立地しているため、周辺の田園景観との調和に配

慮した景観形成が課題です。 

（８）幹線道路沿道 

・交野の骨格を形成する国道 168 号と府道交野久御山線などがあり、街路樹・植栽などの整

備が進められています。新たに整備された第二京阪道路は長大な構造物であり、それ自体

が景観要素となっています。 

・これら主要な幹線道路の沿道では屋外広告物が立地しており、乱雑な景観となってしまわ

ないよう、適正化に向けた対応が課題となっています。 
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景観の類型 
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２－３ 景観まちづくりの課題 

 

 

 

 

交野市の景観は、特別に際立った特徴があるわけではありませんが、自然、歴史、暮らしな

どそれぞれの面で個性のある要素が存在しています。 

これらの要素は、かつては地形を土台として歴史の文脈の中で互いに関連しながら形成され

てきたものです。これらが、現在はばらばらに存在しており、市民の意識の間で関連付けて意

識されることもあまりなく、これらの価値や良さも認識される機会が少ないのが現状です。 

これらの要素の関係性を紡ぎ直していくことにより、価値を再発見するための、交野らしい

景観のストーリー（文脈）づくりが求められています。 

 

○交野らしい景観を、守り、育てる必要がある 

 

交野らしい景観を守り育てていくには、一人ひとりが身の回りの景観の重要性を理解し、暮

らしの中のいろいろな場面で景観に配慮した行動をとることが大切です。交野らしい景観のス

トーリーを共有した上で周囲の景観に注意を向け、今変わりつつある景観を認識し、将来に受

け継いでいきたい景観のことを考え、できることから行動に移す必要があります。 

 

○景観まちづくりの役割分担と担い手確保が必要である 

 

景観まちづくりの中で市民にできること、事業者にできること、行政にできることは、それ

ぞれ異なりますが、どれも景観形成には欠かせません。互いにできることにそれぞれ取り組み、

全体として交野らしい景観をつくっていく必要があります。 

また、景観に関わる取組についての情報発信をより活発化させ、また個別に行われている景

観形成に関する取組をネットワーク化することにより、市の内外からの関心を集め、景観まち

づくりへの参加を促し、担い手のすそ野を広げていくことが大切です。 

 

  

○交野らしい景観のストーリーが求められている 

 


